別　紙
公開概要書
	受付日
	H26.9.18
	回答日
	H26.10.24
	担当課
	健康増進課

	意見等の内容
	里帰り出産ができるよう、産婦人科医、助産師を増やしてほしい。


	回答の内容
	平成20年9月より益田圏域の分娩取扱機関は益田赤十字病院のみとなったことから、安全に分娩を行える体制を確保するためにやむなく里帰り出産の休止に至りました。
さらに医師不足も追い打ちをかけ常勤産婦人科医が1名となったことから、分娩制限を行うなど、一時は益田でお産ができなくなるという危機的状況に陥りました。
　こうした状況を病院のご努力、大学及び県のご尽力により、現在は常勤産婦人科医3名体制で分娩制限も解除することができました。しかしながら、里帰り出産が可能となるほどの医師、助産師の確保にはいまだ至っておりません。
　妊婦の親御さん方への多額の費用や精神的負担が大きいことから、里帰り出産の復活を一日も早く実現したいと考えておりますが、現在の状況では病院の安心安全なお産に影響が出る可能性が高く、大切な命の誕生に対する責任を負う以上、こうしたリスクを考慮しないわけにはいきません。
市ではこれまでも大学、県へ状況改善の要望を行ってきておりますが、今後も継続して里帰り出産の早期復活に向けて働きかけを行なってまいります。



※簡潔に分かりやすく記載すること
